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（
河
川
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

第
一
次
一
括
法
第
三
十
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い
て
、
同

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
が
制
定
施
行
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
第
一
次
一
括
法
第
三
十
六
条
の

規
定
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
河
川
管
理
施
設
等
（
河
川
管
理
施
設
等
構
造
令
第
七
十
三
条
に
規
定
す
る
河
川
管
理

施
設
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
現
に
工
事
中
の
河
川
管
理
施
設
等
（
既
に
河
川
法
第
二
十
六

条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
、
工
事
に
着
手
す
る
に
至
ら
な
い
許
可
工
作
物
（
同
項
の
許
可
を
受
け
て
設
置
さ
れ
る
工

作
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
含
む
。）が
第
一
次
一
括
法
附
則
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
条

例
で
定
め
る
技
術
的
基
準
と
み
な
さ
れ
る
同
令
第
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
同
令
第
二
条
か
ら
第
七
十
四

条
ま
で
及
び
第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
適
合
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
河
川
管
理
施
設
等
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
工
事
の
着
手
（
許
可
工
作
物
に
あ
っ
て
は
、
河
川
法
第
二
十

六
条
第
一
項
の
許
可
）
が
第
一
次
一
括
法
第
三
十
六
条
の
規
定
の
施
行
の
後
で
あ
る
改
築
（
災
害
復
旧
又
は
応
急
措

置
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。）に
係
る
河
川
管
理
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
の
項
を
削
る
。

（
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
二
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
道
路
の
項
県
道
の
^

中
「
も
の
及
び
財
政
特
別
措
置
法
施
行
令
第
一
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を

「
も
の
並
び
に
財
政
特
別
措
置
法
施
行
令
第
一
条
第
一
項
第
五
号
及
び
同
令
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗
装
」

に
、「
）
及
び
財
政
特
別
措
置
法
施
行
令
第
一
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
）
並
び
に
財
政
特
別
措
置
法
施
行

令
第
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す

る
特
例
舗
装
」
に
改
め
、
同
項
県
道
の
_

中
「
第
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号
」
を
「
第
一
条
第
一

項
第
二
号
又
は
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
若
し
く
は
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗
装
」
に
改
め
、

同
項
市
町
村
道
の
_

中
「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
、「
第
一
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第

二
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗
装
」
に
改

め
、
同
項
市
町
村
道
の
`

中
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
四
号
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
二
条
第

四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗
装
」
に
改
め
る
。

（
後
進
地
域
の
開
発
に
関
す
る
公
共
事
業
に
係
る
国
の
負
担
割
合
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

後
進
地
域
の
開
発
に
関
す
る
公
共
事
業
に
係
る
国
の
負
担
割
合
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十

六
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
チ
中
「
及
び
」
を「（
都
道
府
県
道
又
は
市
町
村
道
に
関
す
る
事
業
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
二
号
及

び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
同
令
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例

舗
装
）
及
び
」
に
、「
第
三
条
第
三
項
又
は
第
四
項
」
を
「
第
三
条
第
四
項
又
は
第
五
項
」
に
改
め
る
。

（
車
両
制
限
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
限
る
。）」
の
下
に「
を
参
酌
し
て
法
第
三
十
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
基
準
」を
加
え
、「
こ

え
な
い
」
を
「
超
え
な
い
」
に
改
め
る
。

（
成
田
国
際
空
港
周
辺
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

成
田
国
際
空
港
周
辺
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年

政
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
道
路
構
造
令
」
を
「
当
該
改
築
に
係
る
道
路
に
道
路
法
第
三
十
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る

基
準
を
適
用
し
た
場
合
に
当
該
基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
る
改
築
又
は
当
該
場
合
に
道
路
構
造
令
」
に
、「
同
令

の
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る
」
に
、「
で
き
る
」
を
「
で
き
る
こ
と
と
な
る
」
に
、「
こ
れ
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
、

同
条
第
三
号
中
「
車
道
」
を
「
当
該
改
築
に
係
る
道
路
に
道
路
法
第
三
十
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
を
適
用

し
た
場
合
に
、
車
道
」
に
、「
要
し
な
い
」
を
「
要
し
な
い
こ
と
と
な
る
」
に
改
め
る
。

（
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
条
第
五
項
中
「
第
一
条
第
一
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。）に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
及

び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
同
令
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例

舗
装
」
に
改
め
る
。

（
明
日
香
村
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改

正
）

第
十
三
条

明
日
香
村
に
お
け
る
歴
史
的
風
土
の
保
存
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭

和
五
十
五
年
政
令
第
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
掲
げ
る
事
業
」
の
下
に「（
県
道
又
は
村
道
に
関
す
る
事
業
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
二
号
及
び

第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
並
び
に
同
令
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
例
舗

装
）」を
加
え
る
。

第
五
条
第
二
号
中
「
第
一
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
第
一
条
第

一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
並
び
に
同
令
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に

規
定
す
る
特
例
舗
装
」
に
改
め
る
。

（
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
当
面
講
ず
べ
き
措
置
の
一
環
と
し
て
の
国
の
補
助
金
等
の
縮
減
そ
の
他
の
臨
時
の
特

例
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
定
地
域
に
係
る
国
の
負
担
、
補
助
等
の
特
例
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

行
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
当
面
講
ず
べ
き
措
置
の
一
環
と
し
て
の
国
の
補
助
金
等
の
縮
減
そ
の
他
の
臨

時
の
特
例
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
定
地
域
に
係
る
国
の
負
担
、
補
助
等
の
特
例
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
五

十
七
年
政
令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
十
三
号
中
「
附
則
第
五
項
」
を
「
附
則
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

北
方
領
土
問
題
等
の
解
決
の
促
進
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
六
十
一
年
政
令
第

二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「
掲
げ
る
事
業
」
の
下
に「（
道
道
又
は
道
の
区
域
内
の
市
町
道
に
関
す
る
事
業
に
あ
つ
て
は
、

同
項
第
二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
並
び
に
同
令
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
少
額
改
築
及
び
同
条
第
四
項
に

規
定
す
る
特
例
舗
装
）」を
加
え
る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
号
中
「
幅
員
が
」
の
下
に
「
、
国
道
に
あ
っ
て
は
」
を
、「
規
定
す
る
幅
員
」
の
下
に
「
、
都
道
府

県
道
又
は
市
町
村
道
に
あ
っ
て
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
幅
員
を
参
酌
し
て
道
路
法
第
三
十
条
第
三
項
の
条
例

で
定
め
る
幅
員
」
を
加
え
る
。
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